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審判長第６３回大阪国際招待卓球選手権大会(全国オープン) 伊庭洋子

競 技 上 の 注 意

現行の日本卓球ルールを適用して実施する。
なお、海外招待選手との対戦は国際卓球連盟ルールを適用して実施する。

試合は、すべて１１点５ゲームマッチの３ゲーム先取で行なう。

使用球は、「Ｎｉｔｔａｋｕ ３スター プレミアム クリーン」とする。

各コートに配備したボールの中から選択して試合を行ってください。

試合進行の都合上、ゲーム中のタイムアウトについては、全種目とも準々決勝戦より適用する。

ラバーは、ＪＴＴＡやＩＴＴＦの公認したロゴがなければならない。

ＪＴＴＡ未公認の外国製ラケットを使用する場合、試合開始３０分以上前に審判長の使用許可書の

発行を受けてから使用する。

ゲーム中にラケットを破損した場合は、スペアーラケットかプレー領域内で手渡されたものと交換

し、すぐプレーをすること。

ラケットの縁取りテープが、ラバーの厚みよりはみ出ている場合は取り除く。

ゲーム間の１分間の休息時には、ラケットをテーブルの上に置いてベンチに戻る。

競技服装は、ＪＴＴＡの公認マークの付いているものを着用する。

海外の選手においては、競技用服装とラケットはＩＴＴＦ基本ルールと競技ルールを適用する。

相対戦する選手は、互いに区別できる程度に異なった服装で競技しなくてはならない。

ゼッケンは、２０２３年度日本卓球協会所定のものを必ず着用し、競技コートにお入り下さい。

海外から参加の選手及び日本ろうあ者卓球協会の選手については、主催者がゼッケンを用意する。

感染症対策のため、口元にマスクを着用してプレーするすることは認めますが、できるだけ白色の

ものは避けてください。

◎ 接着剤の使用とラケットコントロール検査について

●　ボール、卓球台、ラバ -、ラケット、服装等について

■接着剤は、揮発性有機溶剤を含んでいないＪＴＴＡが公認した接着剤のみとする（接着剤

　とは液体、固体、シートの全てを含む）。接着剤を使用しての貼り替えについては指定した

　場所で行うこと。

■大会期間中、電子機器等を用いて、ラバーの厚さと平坦性のラケットコントロール検査を

　ランダムに試合前に行います。合格しなかったラケットでは、今大会において使用出来ません。

■希望者は、試合開始１時間以上前に罰則の無い自主検査を受けることができる。

　開設時間については大会当日にお知らせします。
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競技者は、スポーツマンシップに則りルールを守り、フェアプレーで競技を行って下さい。
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プログラムに掲載の、競技日程･組み合わせ･試合予定時間･試合コートなどを確認しておくこと。

進行の都合でコート、あるいは開始時間を変更することがあるので、放送・掲示などに注意する

こと。

試合フロアーには選手とべンチコーチのみが入り、応援・引率などの場合は、上の観客席へ入る

こと。

自分自身の状況にあったウォームアップをして試合にのぞむようにすること。

特に、アキレス腱や心臓に対する準備運動は必ず行うこと。

(けが、事故による応急処置はいたしますが、責任は一切負えません。)

三脚を立ててのビデオ撮影は、転倒時非常に危険ですので放置せず、必ず管理してください。

通路に立っての応援は、他のお客様のご迷惑になりますのでおやめ下さい。

会場内の施設に勝手に入ったり、会場周辺の迷惑となる行為は絶対にやめて下さい。

盗難予防のために、試合中は持ち物を知人に預けるなどして絶対に放置しないこと。

主催者が試合をネット中継したり、卓球専門誌等に写真等を提供することがあります。

●　バッドマナー等について

●　その他注意事項

競技者またはアドバイザーの行為で、相手競技者に対して不当な影響を与えたり、観客に不快感

を与えたり、ゲームの評判を落としたりする癖や態度（大声で叫び汚い言葉を使う、故意にボー

ルを蹴ったり、競技役員の指示を無視するなど）がバットマナーに含まれ、相手へのポイント、

退場、失格などのペナルティが課せられる。(観客席からのアドバイスはやめてください。)

「スロープレー」もバッドマナーと判断されます。ポイントが決定した後は、速やかに次のサー

ビスの体勢あるいはレシーブの体勢をとり、みだりに時間を取ることの無いようにし、競技のス

ピードアップを図ること。

試合開始時刻に遅れたり、事情もなく相手選手を待たせたりすることもバットマナーと判断され

ることがあります。プログラムを確認し、少なくとも５分前には競技領域に入ること。
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●　一般的注意事項

◎競技フロア内での 携帯電話 の使用は 禁止 します！

◎会場内で  フラッシュ を使っての写真撮影は 禁止 します！

◎置き引きなどの 盗難 には十分に 注意 を払って下さい！

◎ゴミ については、分別して所定の場所に処分下さい！

◎本人の試合の動画撮影については、本人観賞用のみ可。

　ただし、インターネット等にアップすることは禁止です。


